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平成26年10月15日　（9月定例会号）

これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は12月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

①
公
民
連
携
・
既
存
ス
ト
ッ
ク
有
効

活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化

質
問  

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い

「
ま
ち
な
か
」
を
中
心
に
賑
い
の
喪
失
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
停
滞
等
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
「
ま

ち
な
か
」
の
機
能
喪
失
は
、
周
辺
地
域

の
暮
ら
し
の
機
能
を
も
低
下
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
公
共
公
益
施
設

や
店
舗
住
居
な
ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を

活
用
す
る
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁  

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在

公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
潤
い
の
あ
る
、
人
が
集
ま
り
や

す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
水
原
本
町
商
店
街
の
状
況
の
把
握

を
し
、
市
民
が
商
店
街
に
何
を
求
め
て

い
る
か
な
ど
を
調
査
し
、
今
後
、
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

②
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
で
ま
ち
を
元
気

に
す
る
戦
略

質
問  

現
在
、
我
が
国
は
社
会
経
済
の

根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
〝
少
子
化

危
機
〟
と
も
言
う
べ
き
状
況
に
直
面
し

て
お
り
、〝
待
っ
た
な
し
〟
の
状
態
に

あ
る
。
ま
ち
を
元
気
に
す
る
に
は
、
少

子
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
人
口
減
少
、
少
子
化
問
題
に
ど

ん
な
対
策
を
打
っ
て
も
長
い
時
間
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
対
策
は
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
弁  

市
と
し
て
は
、
各
種
の
子
育
て

支
援
制
度
の
拡
充
に
加
え
、
婚
活
支
援

事
業
や
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
マ

イ
ホ
ー
ム
取
得
の
た
め
の
利
子
補
給
、

課
税
免
除
等
も
検
討
し
て
い
る
。

　

地
方
に
お
け
る
深
刻
な
人
口
減
・
超

高
齢
化
に
対
し
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

「
安
田
支
所
と
安
田
公
民
館
は

統
合
し
て
新
築
を
」
の
提
案

に
つ
い
て

質
問  

安
田
支
所
の
現
安
田
公
民
館
へ

の
統
合
案
は
撤
回
し
、「
支
所
庁
舎
と

公
民
館
は
統
合
の
方
向
で
、
現
支
所
地

に
新
築
せ
よ
」
と
の
、
前
議
会
で
の
私

の
提
案
は
ど
う
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答
弁  

現
在
、
見
直
し
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。

老
後
も
安
心
し
て
住
め
る「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

質
問  

市
の
高
齢
者
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
弁  

現
在
の
高
齢
化
率
は
27
・
7
％
、

２
０
２
５
年
に
は
35
・
4
％
と
推
計
。

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定

比
率
は
19
・
9
％
、
認
知
症
は
高
齢
者

人
口
の
12
・
9
％
、
高
齢
者
世
帯
は
全

世
帯
の
16
・
９
％
。
所
得
は
年
80
万
円

以
下
の
人
が
７
割
程
度
と
推
測
。　
　

質
問  

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
の

に
、
国
は
医
療
費
抑
制
の
た
め
、
必
要

な
病
床
数
や
介
護
施
設
を
増
や
さ
ず

「
病
院
完
結
型
」
の
医
療
か
ら
「
地
域

完
結
型
」
へ
転
換
を
図
る
方
針
だ
が
、

地
域
で
受
け
皿
と
な
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
は
構
築
で
き
る
の
か
。

　

24
時
間
の
在
宅
療
養
を
担
う
医
師

数
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
療
養

型
病
床
整
備
、人
工
透
析
患
者
の
対
応
、

認
知
症
の
初
期
対
応
体
制
は
大
変
不
十

分
で
な
い
か
。

答
弁  

郷
病
院
内
で
在
宅
復
帰
支
援
方

策
を
検
討
す
る
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
。
今
後
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
役

割
分
担
や
連
携
の
検
討
を
す
る
。ま
た
、

旧
町
村
単
位
で
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。

◇
そ
の
他
の
質
問
◇

　

五
頭
の
麓
の
く
ら
し
館
、
竹
久
夢
二

の
作
品
、
遺
跡
物
の
総
合
展
示
施
設
を

健
診
事
業
補
助
の
拡
充
を

質
問  

「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
提
言

し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、健
診
事
業
も
重
要
な
活
動
と
な
る
。

市
の
助
成
の
実
態
は
ど
う
か
。
助
成
に

よ
る
効
果
は
ど
う
か
。
国
保
人
間
ド
ッ

ク
へ
の
助
成
が
合
併
時
と
比
べ
る
と
自

己
負
担
が
大
き
く
増
え
て
い
る
。
受
診

者
も
半
減
し
て
い
る
。
国
保
人
間
ド
ッ

ク
へ
の
助
成
も
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

答
弁  

健
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
の
自
己

負
担
軽
減
を
図
り
、
特
定
健
診
の
集
団

健
診
を
進
め
て
い
る
。
国
保
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
額
に
つ
い
て
は
国
保
会
計
の

財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
平
成
20

年
度
以
降
は
据
え
置
い
た
。
助
成
額
に

つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
と
し
た
い
。

意
見  

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担

が
合
併
時
９
７
０
０
円
か
ら
2.3
倍
の

２
万
２
８
０
０
円
に
も
な
っ
て
い
る
。

周
辺
市
町
村
で
も
阿
賀
野
市
の
自
己
負

担
が
最
も
高
い
状
況
。
加
入
者
が
受
け

や
す
い
健
診
体
制
を
整
え
て
受
診
者
を

増
や
す
こ
と
が
国
保
財
政
を
正
常
化
す

る
た
め
に
も
重
要
。

原
発
災
害
か
ら
市
民
の
命
、

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

質
問  
福
島
原
発
事
故
か
ら
３
年
半
が

過
ぎ
、
収
束
ど
こ
ろ
か
被
害
は
拡
大
し

て
い
る
。
放
射
能
に
お
び
え
る
暮
ら
し

が
続
い
て
い
る
。
福
井
地
方
裁
判
所
の

大
飯
原
発
差
止
め
訴
訟
の
判
決
で
は
、

「
人
間
の
人
格
権
は
企
業
利
益
に
優
先

す
る
。」「
豊
か
な
国
土
と
国
民
こ
そ
国

富
で
あ
る
。」
と
再
稼
働
は
な
ら
ぬ
。

と
言
い
切
っ
た
。
市
長
の
原
発
へ
の
認

識
を
伺
う
。
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁  

福
島
原
発
事
故
の
検
証
が
終
わ

ら
な
い
限
り
、
再
稼
働
は
す
べ
き
で
は

な
い
。
段
階
的
に
縮
小
す
る
方
向
が
望

ま
し
い
。
福
井
の
判
決
は
、
真
摯
に
受

け
止
め
る
。

意
見  

原
発
は
人
間
の
幸
福
な
暮
ら
し

と
は
共
存
で
き
な
い
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
て
市
長
も
行
動

す
る
と
き
で
は
な
い
か
。

日本共産党 山田　早苗

中
小
河
川
の
防
災
に
つ
い
て

質
問  

７
月
20
日
夕
方
、
県
民
い
こ
い

の
森
で
大
荒
川
が
突
然
増
水
し
、
異
変

に
気
づ
い
た
公
園
ス
タ
ッ
フ
と
引
率
の

大
人
た
ち
が
直
前
に
子
ど
も
た
ち
に
川

か
ら
上
が
る
よ
う
声
を
か
け
た
た
め
、

全
員
無
事
で
、
一
歩
遅
れ
て
い
た
ら
大

惨
事
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
五
頭

山
系
の
河
川
で
は
、
過
去
に
も
突
然
、

山
鳴
り
と
共
に
濁
流
が
押
し
寄
せ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
伺
う
。

・
中
小
河
川
へ
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

今
、
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。
例
え
ば

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
な
ど
は
。

答
弁  

通
報
を
受
け
て
、
阿
賀
野
消
防

署
が
状
況
確
認
と
注
意
喚
起
を
行
い
、

県
防
災
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
し
、
状
況

確
認
を
行
っ
た
。

　

防
災
対
策
と
し
て
、
県
と
協
力
し
、

年
３
回
の
河
川
巡
視
を
行
い
危
険
箇
所

の
把
握
、
点
検
を
強
化
す
る
。
水
難
事

故
防
止
の
注
意
看
板
を
設
置
し
注
意
換

起
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
の
充
実
に
つ
い
て

質
問  

特
に
地
産
地
消
を
行
政
は
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
る

が
、こ
こ
の
分
野
が
一
番
遅
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
伺
う
。

　

学
校
給
食
と
農
林
水
産
業
の
振
興
は

深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
阿
賀
野
市
産

を
計
画
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
そ
の
振

興
に
つ
な
が
る
。ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

学
校
給
食
人
口
（
幼
１
０
３
人
、
学
童

小
２
１
８
７
人
、
生
徒
中
１
２
２
１

人
、
教
職
４
１
２
人
）
３
９
２
３
人
で

あ
り
、
一
大
消
費
人
口
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、
行

政
、
学
校
、
生
産
者
で
の
検
討
会
議
を

提
案
し
て
い
る
が
現
在
の
状
況
は
。

答
弁  

学
校
給
食
を
含
め
た
地
産
地
消

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
は

学
校
教
育
、
農
業
、
福
祉
、
健
康
推
進

の
観
点
か
ら
「
食
育
推
進
会
議
」
を
立

ち
上
げ
て
い
る
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り

対
応
が
遅
れ
て
い
る
。
学
校
や
福
祉
現

場
、
そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
も
交
え

た
「
懇
談
の
場
」
を
設
け
、
献
立
と
供

給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
た
話
し
合

い
、
農
業
復
興
が
図
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
・
プ
ラ
ン
策
定
・
実
行
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

日本共産党 宮脇　雅夫

日本共産党 稲毛　明
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